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▶速報値ではありますが、令和６年における労働災害による被災者数（休業４日以上。新
型コロナウイルス感染症を除く。）が明らかとなりました。全国的には、休業４日以上の
労働災害が増加傾向にある中、瀬峰署管内におきましては、前年同時期比7.7%の減、一
昨年同時期比15.7%の減となっています。これは、偏に皆様のご努力の賜物です。ありが
とうございます。宮城県内で発生した労働災害（休業４日以上。新型コロナウイルス感症
を除く。）による被災者数も減少しております（前年同時期比5.0%減）。
▶上記のとおり、瀬峰署管内では、労働災害による被災者数は減少しているのですが、令
和６年に３人もの尊い命が労働災害により失われていることを忘れてはいけません（林業
２名、建設業１名）。
令和７年は、令和５年に達成した「死亡労働災害ゼロ」を再度達成したいと思い

ますのでご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
なお、令和６年に宮城県内で発生した労働災害による死亡者数は11名であり、令

和５年の19名を大きく下回りました。
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化学物質管理強調月間について

今年から「化学物質管理強調月間」が創設されました。
月間中に実施すべき事項（抜粋）は、次のとおりです。
①製造し、又は取り扱っている化学物質の把握及び化学物質の安全データシート（SDS）等
による危険有害性等の確認

②ラベル表示、SDS交付、リスクアセスメントの実施
③化学物質管理者の選任状況の確認
④日常の化学物質管理の総点検
⑤事業者又は化学物質管理者による職場巡視
⑥有害物の漏えい事故、酸素欠乏症等による事故等緊急時の災害を想定した実地訓練等の実施

「その他」の多くは、「いじめ・いやがらせ」であり、令和５年は、113件、令和６年は、87件
でした。ここ数年、「労働時間・休日」の占める割合が最も多くなっておりましたが、令和６年
は、「賃金」が「労働時間・休日」を上回り、以前のような状態となりました。


